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出雲弥生の森博物館だより
I ZUMO　YAYO INOMOR I　MUSEUM

季 刊 弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 36 号 （2020 年 1月）

よすみちゃん

第36号

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

２
０
１
９
年
夏
に
当
館
で
開
催
し

た
、「
出
雲
の
赤
―
縄
文
・
弥
生
時
代
―
」

で
は
、
当
時
の
埋
葬
儀
礼
に
お
い
て
水

銀
朱
が
重
要
な
ア
イ
テ
ム
だ
っ
た
こ
と

を
紹
介
し
ま
し
た
。「
赤
」と
い
う
色
に
、

古
代
の
人
は
強
い
パ
ワ
ー
を
感
じ
て
い

た
の
で
す
。
今
回
は
、
古
墳
時
代
に
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
、
墓
や
集
落
で

出
土
し
た
「
赤
」
を
展
示
し
、
古
代
出

雲
人
の
思
い
に
迫
り
ま
す
。

　

弥
生
時
代
に
続
き
古
墳
時
代
に
な
っ

て
も
、
墓
か
ら
は
鉄
を
主
成
分
と
す
る

ベ
ン
ガ
ラ
や
、
硫
化
水
銀
か
ら
な
る
水

銀
朱（
辰し

ん
し
ゃ砂
）が
確
認
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
赤

せ
き
し
ょ
く
が
ん
り
ょ
う

色
顔
料
は
、
死
者
の
遺
体
に
撒ま

か
れ
た
り
、
土
器
な
ど
の
容
器
に
納
め

ら
れ
、
あ
る
い
は
塊

か
た
ま
りの
ま
ま
死
者
に
供

え
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。

好
評
開
催
中
～
２
月
24
日（
月
・
振
休
）

　

松
江
市
袋ふ
く
ろ
じ
り
尻
３
号
横
穴
墓（
６
世
紀
）

か
ら
は
「
赤
い
人
骨
」
が 

出
土
し
て

い
ま
す
。
埋
葬
時
に
遺
体
の
上
か
ら
赤

色
顔
料（
こ
こ
で
は
ベ
ン
ガ
ラ
）が
撒
か

れ
、
皮
膚
や
筋
肉
な
ど
の
軟
部
組
織
は

腐
り
、
腐
ら
な
い
赤
色
顔
料
が
骨
に
付

着
し
た
の
で
す
。 

「
赤
い
人
骨
」
は
、

島
根
県
内
で
16
例
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
出
雲
市
内
で
は
墓
か
ら
の
出
土
例

は
未
確
認
で
す
が
、
神
門
地
区
か
ら
出

土
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
赤
い
人
骨

も
、
古
墳
か
横
穴
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
も

の
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　

赤
色
顔
料
が
土
器
の
内
面
に
付
着
し

た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
死
者

に
赤
色
顔
料
そ
の
も
の
を
供
え
た
も
の

で
し
ょ
う
。 

死
者
の
魂
を
鎮
め
る
た

め
、「
赤
」
を
撒
い
た
り
、
供
え
た
り

し
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
出
雲
な
ら
で
は
の
赤
い
副
葬

「
出
雲
の
赤　

古
墳
時
代
編
」

赤い人骨（出雲市神門地区出土）

内面が赤い須恵器
（出雲市朝山町祝

いわいざこ

廻横穴墓）

「出雲の赤」よすみちゃん現る!

展
示
室
に
い
る
よ
！

会
い
に
来
て
ね
♪

品
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
赤
メ
ノ
ウ

製
の
勾
玉
で
す
。
赤
メ
ノ
ウ
は
、
松
江

市
玉
湯
町
の
花か

せ
ん
ざ
ん

仙
山
か
ら
産
出
さ
れ
、

近
く
の
玉
作
工
房
で
勾
玉
に
加
工
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
赤
い
勾
玉
は
、
碧

へ
き
ぎ
ょ
く
せ
い

玉
製

の
管
玉
や
青
い
ガ
ラ
ス
玉
な
ど
と
連

な
っ
て
装
着
さ
れ
る
と
、
ひ
と
き
わ
目

立
ち
ま
す
。
ヒ
ス
イ
製
勾
玉
を
重
視
す

る
畿き

な
い
お
う
け
ん

内
王
権
の
玉
飾
り
構
成
と
は
色
合

い
が
異
な
り
、ま
さ
し
く
「
出
雲
の
赤
」

に
ふ
さ
わ
し
い
一
品
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
展
示
で
は
、
集
落
で
出
土

す
る
赤
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
、古
墳
時
代
の
「
出
雲
の
赤
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
２
月
11
日（
火
・
祝
）に
は
、

関
連
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く

は
４
頁
の
「
講
座
・
講
演
会
の
ご
案
内
」

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。（

坂
本 

豊
治
）
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第36号
「
出
雲
の
縄
文
文
化
と
交
流

―
京
田
遺
跡
を
ひ
も
解
く
―
」
「
田
儀
櫻
井
家
の
た
た
ら
製
鉄
」

★
ミ
ニ
企
画
展

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

★
古
文
書
の
森
を
ゆ
く
①

　

出
雲
の
縄
文
文
化
―
。
こ
れ
ま
で
謎

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
京
田
遺
跡

（
出
雲
市
湖
陵
町
常
楽
寺
）の
発
掘
調
査

で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
注
目
し
た
い
の
は
、
縄
文

時
代
に
も
多
様
な
交
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
特
殊

な
異
形
土
器
の
表
面
に
塗
ら
れ
た
水
銀

朱
は
、
北
海
道
産
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
水
銀
朱
は
磨み

が
き
い
し石や
粗
製
土

器
内
面
に
も
確
認
で
き
ま
し
た
。
朱
の

原
材
料
を
持
ち
込
ん
で
加
工
し
、
土
器

に
入
れ
て
異
形
土
器
を
彩
色
し
た
当
時

の
姿
が
色
鮮
や
か
に
想
像
で
き
ま
す
。

　

展
示
で
は
出
雲
の
縄
文
文
化
を
京
田

遺
跡
か
ら
ひ
も
解
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観

覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
（
幡
中 

光
輔
）

　

木
炭
の
火
力
で
砂さ
て
つ鉄
を
溶
か
し
、
鉄

を
作
り
出
す
「
た
た
ら
製
鉄
」。

　

出
雲
市
多
伎
町
奥
田
儀
の
宮
本
地
区

を
本
拠
地
と
し
た
田
儀
櫻
井
家
は
、
幕

末
に
は
出
雲
国
内
で
一
、二
を
争
う
生

産
量
を
誇
り
繁
栄
し
ま
し
た
。

　

田
儀
櫻
井
家
が
営
ん
だ「
た
た
ら
場
」

の
様
子
は
、
文
献
史
料
や
発
掘
調
査
に

よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
住
居
跡

な
ど
が
残
る
宮
本
鍛か

じ
さ
ん
な
い

冶
山
内
遺
跡
や
、

田
儀
港
に
近
い
越こ

え
ど
う堂
た
た
ら
跡
、
山
間

部
の
朝
日
た
た
ら
跡
や
聖ひ

じ
り
だ
に谷た
た
ら
跡

が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
田
儀
櫻
井
家
た

た
ら
製
鉄
遺
跡
の
価
値
と
見
ど
こ
ろ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
（
石
橋 

紘
二
）

　
「
何
だ
い
昔
の
字
が
書
い
て
あ
ー
が
、

全
然
分
か
ー
ま
せ
ん
わ
」。
こ
う
し
た
声

が
市
民
の
方
か
ら
度
々
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

た
し
か
に
、
昔
の
字（
く
ず
し
字
）で

書
か
れ
た
古
文
書
は
と
て
も
難
解
で
す
。

し
か
し
、
丁
寧
に
ひ
も
解
く
と
豊
か
な

歴
史
が
見
え
て
く
る
の
が
、
古
文
書
の

醍だ
い
ご
み

醐
味
な
の
で
す
。

　

市
文
化
財
課
で
は
発
掘
調
査
だ
け
で

な
く
、
古
文
書
の
調
査
も
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
今
号
か
ら
、
古
文
書
を
通

し
て
出
雲
市
の
歴
史
を
考
え
る
コ
ー

ナ
ー
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

「
江
戸
と
出
雲
を
つ
な
ぐ
あ
き
ん
ど
」

　

日
本
海
に
面
し
た
出
雲
市
域
。
か
つ

て
は
風
ま
か
せ
の
和
船
を
用
い
た
商
売

が
盛
ん
で
、
多
く
の
従
事
者
が
い
ま
し

た
。
口く

ち
た
ぎ

田
儀
村（
現
多
伎
町
口
田
儀
）に

居
住
し
た
油あ

ぶ
ら
や屋
も
そ
の
一
人
。
幕
末
か

ら
明
治
初
期
に
か
け
て
活
動
し
、
主
に

日
本
海
沿
岸
か
ら
大
坂
方
面
で
商
売
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

下
の
写
真
は
油
屋
に
伝
わ
る
古
文
書

で
、
幕
末
頃
に
作
ら
れ
た
薬（
登と

り
ゅ
う
が
ん

龍
丸
）

の
効こ

う

能の
う
が
き書
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
薬

は
痰た

ん

・
咳
・
胸
や
け
に
効
く
よ
う
で
す
。

　

面
白
い
の
は
売
り
文
句
。
気
管
支
系

の
症
状
も
カ
バ
ー
す
る
万
能
薬
を
批
判

し
、
そ
の
症
状
に
特
化
し
た
登
龍
丸
こ

好
評
開
催
中
～
１
月
27
日（
月
）

　

２
月
26
日（
水
）～
５
月
25
日（
月
）

ふしぎな形の土器があるよ！

宮本鍛冶山内遺跡

登龍丸の効能書

そ
「
天
下
無
双
」
の
薬
だ
と
い
う
の
で

す
。
薬
の
流
通
状
況
を
逆
手
に
と
っ
た
、

し
た
た
か
な
宣
伝
戦
略
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
効
能
書
の
末
尾
に
は
薬
の
販

売
元
で
あ
る
江
戸
下し

た
や谷（
現
上
野
駅
近

く
）の
本
屋
・
青せ

い
う
ん
ど
う

雲
堂
と
、
販
売
取
次
店

を
兼
ね
る
本
屋
が
二
十
一
軒
も
列
挙
さ

れ
て
い
ま
す
。
北
は
松
前
か
ら
南
は
土

佐
ま
で
、
各
地
に
取
次
店
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
注
目
す
べ
き
は
、

出
雲
に
取
次
店
が
な
く
、
油
屋
の
商
売

圏
内
に
位
置
す
る
新
潟
・
鳥
取
・
大
坂

に
は
取
次
店
が
存
在
す
る
こ
と
で
す
。

　
つ
ま
り
、
本
屋
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
油

屋
の
商
売
圏
が
重
な
っ
た
結
果
、
江
戸

の
登
龍
丸
が
出
雲
に
た
ど
り
着
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

（
中
山 

玄
貴
）
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第36号

２
月
５
日（
水
）～
６
月
１
日（
月
）

好
評
開
催
中
～
２
月
３
日（
月
）

３
月
７
日（
土
）～
５
月
18
日（
月
）

★
速
報
展

「『
仁
』県
内
初
例
の
刻
書
文
字

―
高
西
遺
跡
の
調
査
か
ら
―
」

「『
日
本
書
紀
』１
３
０
０
年
記
念

硯
か
ら
見
た
古
代
の
出
雲
」

「
１
/
８
０
の
調
査

―
史
跡
鰐
淵
寺
境
内
の
調
査
か
ら
―
」

「
く
み
た
て
よ
う
！
」

「
き
て
み
よ
う
！
」

「
ほ
っ
て
み
よ
う
！
」

「
な
ら
し
て
み
よ
う
！
」

　

出
雲
市
文
化
財
課
で
は
、
国
史
跡
・

鰐が
く
え
ん
じ
け
い
だ
い

淵
寺
境
内
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

調
査
は
、
境
内
の
３
箇
所
で
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
１
箇
所
、

本ほ
ん
が
く
ぼ
う

覚
坊
跡
の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　

本
覚
坊
は
、
最
大
80
余
坊
あ
っ
た

と
さ
れ
る
鰐
淵
寺
の
諸
堂
の
中
で
も
、

も
っ
と
も
古
い
僧
坊（
寺
に
付
属
す
る

僧
の
家
屋
）の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
史
料
に
よ
れ
ば
、１
１
６
５（
永

万
元
）年
に
は
、
本
覚
坊
の
名
が
見
え

る
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
後
半
か
ら
存

在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
い
つ
ま
で
坊
と
し
て
機
能
し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
は
っ
き
り
と

断
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
明
治
時
代
ま
で

は
存
在
し
て
い
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

こ
の
７
０
０
年
あ
ま
り

の
本
覚
坊
の
歴
史
を
、
発

掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
建

物
遺
構
と
出
土
品
か

ら
、
た
ど
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
原　

俊
二
）

　

出
土
し
た
８
世
紀
前
半
の
須
恵
器
に

は
「
仁
」
の
文

字
が
刻
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示

で
は
、
こ
の
文

字
か
ら
塩
冶
地

域
の
歴
史
を
考

え
ま
す
。

（
江
角　

健
）

　

神
話
や
古
代
の
歴
史
が
記
さ
れ
る

『
日
本
書
紀
』
は
７
２
０（
養
老
４
）年

に
完
成
し
ま
し
た
。
今
年
は
、完
成
後
、

１
３
０
０
年
目
の
節
目
の
年
で
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、『
日
本
書
紀
』

作
成
時
の
出
雲
の
様
相
を
考
え
ま
す
。

特
に
「
硯す

ず
り」
に
焦
点
を
あ
て
、
古
代
の

出
雲
の
人
び
と
と
文
字
の
関
係
に
注
目

し
ま
す
。
ま
た
、３
月
14
日（
土
）に
は
、

関
連
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く

は
４
頁
の
「
講
座
・
講
演
会
の
ご
案
内
」

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。（
髙
橋　

周
）

　

楽
し
く
学
べ
る
コ
ー
ナ
ー
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。
す
べ
て
無
料
で
す
♪

　

２
階
に
は
、
バ
ラ
バ
ラ
の
破
片
を
組

み
立
て
て
で
き
た
本
物
の
土
器
も
展
示

し
て
い
る
よ
。
探
し
て
み
て
ね
。

　

古
代
の
人
は
、
ど
ん
な
服
を
着
て
い

た
の
か
な
？

　

い
ろ
い
ろ
な
お
宝
が
埋
ま
っ
て
い
る

よ
。

　

ど
ん
な
音
が
す
る
か
な
？

★
速
報
展

★
春
季
企
画
展

★
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ご
紹
介

「仁」と刻まれた須恵器

土器パズル古代衣装の試着コーナー

発掘プール銅鐸土笛

みつけた!

鰐淵寺境内の
歴史に迫る！
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（発行）出雲弥生の森博物館
2020年1月

〒 693-0011
島根県出雲市大津町2760

（TEL） 0853-25-1841
（FAX） 0853-21-6617
（E-mail） yayoi@city.izumo.lg.jp
http://www.city.izumo.shimane.jp/yayoinomori
● 入 館 料 / 無 料
● 開館時間 / 9：00～17：00
　　　　　　（入館は16：30 まで）
● 休 館 日 / 火曜日
　　　　　　（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　年末年始

第36号

★
展
示
の
ご
案
内

★
講
座
・
講
演
会
の
ご
案
内

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
関
連
講
演
会

　

２
月
11
日
（
火
・
祝
）
14
時
～
16
時

　
「
古
墳
時
代
の
赤
色
顔
料
」

　

●
講　

師　

志
賀 

智
史 

氏

（
九
州
国
立
博
物
館
）

　

●
受
講
料　

無
料

▼
春
季
企
画
展
関
連
講
演
会

　

３
月
14
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　
「
７
世
紀
の
地
方
社
会
と
出
雲
」

　

●
講　

師　

鐘
江 

宏
之 

氏

（
学
習
院
大
学 

教
授
）

　

●
受
講
料　

無
料

▼
ミ
ニ
企
画
展

　

好
評
開
催
中
～
１
月
27
日
（
月
）

　
「
出
雲
の
縄
文
文
化
と
交
流

―
京
田
遺
跡
を
ひ
も
解
く
―
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

１
月
18
日
（
土
）
10
時
～

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

好
評
開
催
中
～
２
月
24
日
（
月
・
振
休
）

　
「
出
雲
の
赤　

古
墳
時
代
編
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

１
月
25
日
（
土
）
10
時
～

▼
速
報
展

　

好
評
開
催
中
～
２
月
３
日
（
月
）

　
「『
仁
』県
内
初
例
の
刻
書
文
字

―
高
西
遺
跡
の
調
査
か
ら
―
」

※
観
覧
料
、参
加
料
と
も
に
無
料
で
す
。

　

去
年
、
瀧
澤
美
奈
子
著
『
１
５
０
年

前
の
科
学
誌
「N

A
T

U
RE

」
に
は
何

が
書
か
れ
て
い
た
の
か
』
と
い
う
書
籍

が
出
た
。
１
８
６
９
年
に
創
刊
さ
れ
た

英
国
の
週
刊
科
学
雑
誌『
ネ
ー
チ
ャ
ー
』

に
つ
い
て
の
本
だ
。

　

瀧
澤
さ
ん
に
よ
る
と
、
創
刊
か
ら

わ
ず
か
７
週
目
の
12
月
16
日
号
に
は
、

“T
he Japanese

”
な
る
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
。
著
者
は
、
ジ
ェ
ー
ン
・
ア
グ

ネ
ス
・
チ
ェ
ッ
サ
ー
、
と
い
う
女
性
教

育
者
。
彼
女
に
来
日
経
験
は
な
い
も
の

の
、ス
イ
ス
人
外
交
官
エ
メ
・
ア
ン
ベ
ー

ル
の
在
日
体
験
記
録
『
図
解　

日
本
と

日
本
人
』を
参
考
に
執
筆
し
た
ら
し
い
。

彼
女
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
「
ア
ン
ベ
ー
ル
氏
が
考
え
る
に
、
日

本
人
の
起
源
は
多
様
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
中
国
か
ら
来
た
者
も
あ
れ
ば
、
近
隣

の
韓
国
や
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
者
も
い

た
。
は
る
か
南
方
の
マ
レ
ー
シ
ア
諸
島

か
ら
小
舟
に
乗
っ
て
日
本
に
た
ど
り
つ

い
た
先
祖
が
い
た
の
も
間
違
い
あ
る
ま

い
。」

　

一
人
の
英
国
女
性
が
、
背
は
高
く
は

な
く
脚
も
短
い
け
れ
ど
、
小
さ
な
美
し

い
手
を
も
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
よ
り
も

印
象
的
な
目
の
色
を
し
た
日
本
人（
彼

女
曰
く
）、
そ
の
ル
ー
ツ
に
思
い
を
め

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

ぐ
ら
せ
て
い
た
こ
と
に
驚
く
。

　
『
ネ
ー
チ
ャ
ー
』
に
は
、
発
見
か
ら

わ
ず
か
５
か
月
後
と
い
う

ス
ピ
ー
ド
で
横
浜
市

大
森
貝
塚
の
記
事

も
載
っ
た
。

エ
ド
ワ
ー
ド
・

モ
ー
ス
が
発
掘

開
始
５
日
後
に

書
い
た
記
事
、

と
い
う
。
日
本

考
古
学
最
初
の

発
掘
成
果
は
、
英
国
か
ら
情
報
発
信
さ

れ
て
い
た
。
陸
貝
研
究
者
の
モ
ー
ス
が

欧
米
で
の
貝
塚
遺
跡
の
存
在
を
熟
知
し

て
い
た
の
も
博
物
学
の
時
代
な
ら
で
は

の
こ
と
だ
が
、
学
際
研
究
の
大
切
さ
も

示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

（
花
谷　

浩
）

▼
館
長
講
座

　

１
月
25
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　
「
須
恵
器
か
ら
山
陰
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
」

　

●
講　

師　

花
谷　

浩

　

●
受
講
料　

３
０
０
円

▼
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
講
座

【
第
１
回
】

　

２
月
22
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　
「
杵
築
富
く
じ
興
行
と
そ
の
経
済
効
果
」

　

●
講　

師　

山
﨑 

裕
二 

氏

　
　
（
公
益
財
団
法
人
い
づ
も
財
団

事
務
局
長
）

【
第
２
回
】

　

２
月
29
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　
「
出
雲
の
神
像
―
そ
の
信
仰
と
造
形
」

　

●
講　

師　

的
野 

克
之 

氏

　
（
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

参
与
）

【
第
３
回
】

　

３
月
７
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　

�「
神
門
通
り
の
形
成
と
出
雲
大
社
の

神
苑
拡
張
計
画（
大
社
の
近
代
化
と

近
代
的
な
神
社
景
観
の
形
成
）」

　

●
講　

師　

和
田 

嘉
宥 

氏

　
　
（
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校

名
誉
教
授
）

●
受
講
料　

各
回
３
０
０
円

※
受
講
に
は
、
事
前
申
込
み
が
必
要
で

す
。
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

モースがデザインした学会ロゴマーク


